
 

                                

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

1 年生を迎える会 

生活指導について 

算数の学習について 

消防写生会 

算数少人数担当 吉田 貴幸 

「前は苦手だったけれど、算数が好きになった。」昨年度授業が終わった後にある児童が声をかけてくれまし

た。算数の少人数を担当していると、改めて下の学年からの、学習の積み重ねが大切であるということを実感し

ます。「たし算ひき算ができないと、かけ算わり算の理解が難しくなってしまう。」「長方形の面積の求め方が分

からないと平行四辺形の面積を求めることが難しい。」いろいろな学年の内容が関わりあっているということを

３～６年生の学習を教えていると感じます。担任と児童のつまずきを共有し、時には前年度の学習を振り返りな

がら、つまずいている所を少しでも自信をもたせていくことができればと、日々授業に臨んでいます。この 1年

間で、一つでも子供たちの「できた」「わかった」を増やせるように、担任の先生と連携を図り指導にあたりま

す。ぜひ、ご家庭でも宿題やノートを見ていただき、できている所を褒めて自信をもたせてあげてください。 

 

特活部 太田 優子 

４月１３日（水）に、１年生を迎える会が行われました。１年生は６年生がつくった花のアーチに迎えら

れ、笑顔で体育館に入場することができました。２年生からは、１年生一人一人の好きな色の折り紙で作っ

てもらったオーダーメイドのメダルをもらい、晴れて大東小の一員として仲間入りをしました。現在、休み

時間には、広い校庭を笑顔いっぱい駆け回って、上級生や友達と一緒に遊んでいる元気な姿が見られます。 

 

図工専科 太田 優子 

４月１９日（火）、１，２年生は、「はたらく消防の写生会」のため大森消防署まで出掛けました。 

 今回は、はしご車を描くことができました。実際にはしごを最大限伸ばしていただき、救助訓練の様子な

ど迫力のある場面も見ることができました。また消防士さんに、実際に着用する消防の装備を着けて、隣に

立ってもらう演技もしていただきました。 

子供たちは消防の仕事を想像してイメージを膨らませ、楽しく描くことができました。 

 

                                     生活指導部 松橋 隼人 

 始業式の後、「今週のめあて」を発表しました。内容は『時間を守って登校しよう』でした。昨年度、遅

刻が目立っていた児童や、遅刻ぎりぎりに登校していた児童たちが、８時１５分のチャイムが鳴るとすぐに

教室に向かっていました。どの児童も新しい学年に進級し、期待に胸を躍らせながら「頑張ろう！」という

姿が輝いていました。児童の頑張りや良い所をたくさん見付け認め合う環境を、学校と家庭、地域が一体と

なって整え、児童の自己肯定感を高めていくことで児童に自信を付けさせていきたいと思います。 

 今年度は、児童の良い所をこれまで以上に見付け、見付けたら我々大人がすぐに児童に伝える。そのよう

な環境を充実させていくことで、笑顔と自信が溢れる学校作りを進めていきます。 

記録写真を撮り、学校便りやホームページに載せる場合があります。個人情報保護から、「子供の写真を載

せないでほしい」等のご要望がある方は、連絡帳にて担任にご連絡ください。 


